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降
水
の
概
要

　

秋
田
・
岩
手
豪
雨
は
、山
陰
沖
に
あ
っ
た

大
量
の
水
蒸
気
を
含
ん
だ
空
気
が
、平
年
よ

り
1
～
2
℃
高
い
27
℃
前
後
の
海
面
水
温
の

た
め
、水
蒸
気
を
ほ
と
ん
ど
失
う
こ
と
な
く

日
本
海
を
ゆ
っ
く
り
と
北
上
し
、秋
田
・
青

森
県
境
の
白
神
山
地
や
秋
田
県
中
央
部
の
太

平
山
地
に
流
入
し
続
け
、二
つ
の
線
状
降
水

帯
が
停
滞
し
た
こ
と
に
起
因
し
た（

2
（

。

　
日
最
大
1
時
間
降
水
量
は
鹿
角
で
1
0
8
・

5
㎜
、鎧
畑
で
88
・
0
㎜
、大
館
で
68
・
0
㎜

（
以
上
秋
田
県
）、雫
石
で
78
・
0
㎜
、紫
波
で

71
・
0
㎜
（
以
上
岩
手
県
）に
達
し
た
）
3、
1
（

。こ
れ

ら
は
観
測
史
上
最
大
で
あ
る
。ま
た
、日
最
大

24
時
間
降
水
量
は
鹿
角
で
2
9
3
㎜
、鎧
畑

で
2
4
6
㎜
の
観
測
史
上
最
大
と
な
っ
た
。雫

石
で
は
2
6
4
㎜
、紫
波
で
は
2
1
1
㎜
を
観

測
し
た
）
3、
1
（

。暫
定
値
で
あ
る
が
、対
象

域
側
近
の
観
測
所
3
点
で
求
め
た

領
域
平
均
の
日
最
大
1
時
間
降
水

量
と
日
最
大
24
時
間
降
水
量
の
確

率
年
は
お
の
お
の
2
0
0
年
以
上
、

85
年
程
度
と
推
定
さ
れ
た（

4
（

。

被
害
の
概
要

　
2
0
0
4
年
新
潟
・
福
島
豪
雨

以
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
が
、
今
回
の
豪
雨
で
も
被
害
は

支
川
沿
い
で
目
立
っ
た
。
降
水
域

が
線
状
で
狭
か
っ
た
こ
と
、
各
観

測
点
に
お
け
る
降
雨
継
続
時
間
が

6
時
間
程
度）

3、
1
（

と
短
か
っ
た
こ
と
が

関
係
し
て
い
よ
う
。た
だ
し
、一
級

河
川
の
本
川
で
も
外
水
氾
濫
し
た

と
こ
ろ
や
既
往
最
大
水
位
を
超
え
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平
成
25
年
8
月
秋
田
・
岩
手
豪
雨
災
害
の
報
告
（
速
報
）

2
0
1
3
年
8
月
9
日
の
9
時
～
17
時
に
か
け
て
盛
岡
駅
か
ら
花
巻
市
中
心
部
を
車
で
往
復
し
、
盛
岡
の
26
・
5
㎜
／
h
、
紫
波
の
49
・
0
～

64
・
5
㎜
／
h
の
降
水（

1
（

を
運
転
中
に
経
験
し
た
。
冠
水
に
よ
る
国
道
4
号
下
り
線
の
渋
滞
、
矢
巾
町
の
県
道
2
0
5
号
と
2
0
7
号
交
差
部
の
交

通
障
害
や
秋
田
新
幹
線
の
運
休
に
よ
る
足
止
め
も
経
験
し
た
。
同
時
に
こ
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
を
確
信
し
た
。
本
報
告
は
豪
雨
直
後
に
行
っ
た
現
地

調
査
結
果
の
速
報
で
あ
る
。
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写真1　�秋田県鹿角市十和田末広地区における鉄道盛土の被災状況（北から望む（8月11日撮影））

図1　�秋田県大館市沼館地区における外水氾濫（左は8月17日撮影。右はGoogle Earthに加筆）
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た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

外
水
氾
濫

　

顕
著
な
住
家
被
害
は
秋
田
県
で
は
大
館
市
、

岩
手
県
で
は
雫
石
町
や
矢
巾
町
、紫
波
町
で

認
め
ら
れ
た
。図
1
に
大
館
市
沼
館
地
区
の
外

水
氾
濫
事
例
を
示
す
。図
中
、上
段
の
数
値
は

橋
台
上
の
路
面
を
基
準（
0
ｍ
）と
し
た
水
面

位
、下
段
の
数
値
は
地
盤
高
を
示
す
。本
地
区

の
最
大
浸
水
深
は
1
・
4
ｍ
程
度
で
、床
上
浸

水
が
51
棟
、床
下
浸
水
が
32
棟
、非
住
家
浸

水
が
63
棟
で
あ
っ
た（

5
（

。米
代
川
の
小
支
川
下

内
川
の
左
岸
部（
C
部
）が
破
堤
し
、住
宅
地

の
街
路
部（
D
部
）や
灌
漑
用
水
路
部（
E
部
）

で
被
害
が
目
立
っ
た
が
、全
壊
や
半
壊
し
た

住
家
は
な
か
っ
た
。こ
の
被
害
程
度
は
、破
堤

部
か
ら
離
れ
、浸
水
深
が
1
・
4
ｍ
程
度
以
下

で
あ
る
こ
と
か
ら
、従
前（

6
（

と
同
じ
で
あ
る
。

盛
土
の
被
災

　
J
R
花
輪
線
が
被
災
し
た
。そ
の
様
子
を

写
真
1
に
示
す
。大
館
市
と
鹿
角
市
の
境
に

あ
る
土
深
井
駅
近
く
の
盛
土
上
の
線
路
は
、

近
く
の
小
川
が
増
水
、氾
濫
し
、氾
濫
水
が

盛
土
で
湛
水
、盛
土
を
越
流
し
た
結
果
、盛

土
が
櫛
状
に
流
さ
れ
、レ
ー
ル
が
宙
づ
り
と

な
っ
て
、機
能
を
失
っ
た
。氾
濫
水
は
鉄
道

盛
土
の
天
端
を
最
大
0
・
16
ｍ
程
度
の
水
深

で
越
流
し
た（
図
2
）。盛
土
流
出
の
原
因
と

し
て
、①
唯
一
の
洪
水
排
出
部
で
あ
る
鉄
橋

部（
B
部
）の
排
出
能
力
不
足
に
よ
る
湛
水
、

②
越
流
、
③
層
状
の
盛
土
構
造（
A
部
）
が

考
え
ら
れ
る
。「
記
録
的
短
時
間
大
雨
」が
頻

発
す
る
傾
向
に
あ
る
現
状
に
お
い
て
は
、今

後
も
道
路
盛
土
や
鉄
道
盛
土
の
こ
の
よ
う
な

被
災
事
例
が
小
支
川
に
お
い
て
見
ら
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。花
輪
線
は
ほ
か
で
も
被
害
を

受
け
、26
日
間
運
休
し
た
。

土
石
流
被
害

　

仙
北
市
田
沢
湖
田
沢
供
養
佛
沢
の
人
工
杉

林
に
覆
わ
れ
た
斜
面（
平
均
斜
度
17
度
）が

幅
約
40
ｍ
に
わ
た
っ
て
崩
壊
し
、土
石
流
が

発
生
し
た
。崩
壊
斜
面
の
状
況
を
写
真
2
に
示

す
。源
頭
部
か
ら
斜
面
下
端
ま
で
の
高
さ
と

斜
面
長
は
お
の
お
の
約
1
0
4
ｍ
と
3
6
0

ｍ
、斜
面
下
端
か
ら
土
石
流
先
端
ま
で
の
距

離
は
約
3
0
0
ｍ
で
あ
る（

7
（

。こ
の
土
石
流
に

よ
り
6
名
が
死
亡
、2
名
が
重
軽
傷
を
負
い
、

住
家
5
棟
が
全
壊
、1
棟
が
半
壊
し
た
。秋

田
県
は
、土
石
流
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
や
二
次
災
害
防
止
に
向
け
た
対
策
の
効
果

を
検
証
す
る
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

中
小
河
川
で
橋
梁
の
流
出
も
見
ら
れ
た

が
、河
川
下
流
側
の
橋
台
背
面
道
路
の
流
出

が
目
立
っ
た
。秋
田
県
の
早
口
ダ
ム
、岩
手

県
の
御
所
ダ
ム
な
ど
、ダ
ム
の
洪
水
調
節
に

よ
る
被
害
軽
減
も
目
立
っ
た
。仙
北
市
の
供

養
佛
沢
に
お
け
る
土
石
流
で
は
多
数
が
亡
く

な
り
、今
回
も
首
長
の
避
難
判
断
の
在
り
方

が
話
題
と
な
っ
た
。最
後
に
、「
記
録
的
短
時

間
大
雨
」が
頻
発
す
る
時
代
の
微
小
流
域
に

お
け
る
道
路
・
鉄
道
盛
土
と
道
路
・
鉄
道
橋

部
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。
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写真2　�崩壊斜面の状況（左：下から望む（8月18日撮影）、右：上から
望む（8月22日撮影））
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図2　�鉄道盛土被災地の縦断地形と湛水状況（北から望む）
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